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昨年9月下旬から 2巡It!l，派者は一摘大学経済研究所

の山田秀雄助教授ととも 1こ，マラヤ連邦東海岸3州

(Kelantim, Trengganu, Pnhangの一郎）を視察旅行し

た。

現在のマラヤ述）1S~t, 9つのサルタン1.1]と旧洵1決植民

地のうちのペナン，マラッカとから構成され，いわゆる

「複合社会」的構造とゴムと錫の特産物経済によって知

られてきた。．；との 1人当たり平均眼民所得は，アジア諾

国の中ではひときわめだってi窃いも(/)として， 日本， レ

パノン，イスラエ）ンと並び称されており， まに政治（l勺不

安定と事務（Iり能力にかける東南アジアの新典独立諸国(l)

中では例外的に，イギリスがつ•らかった政治制股＇と行政

能力をい．tもなおそのまま保持している。こうした特徴

を表[Oi的に並ぺたかぎりでは，そこから部かれがらなrn
象はいわゆる「近代化」レペルの硲さであろう。

事実，東南アジアを旅行した人なら，シンガボールに

苅いて唯一の「近代的大部会」を見たと感じるらしいし，

マラヤ述邦直悔岸をt,fffi• クアラ・ルンプールヘ車を走ら

せると， F1本などとは，比較にならないほど多くのすば

らしい自動車逍路が四通八逹しているのに梵く。しかし

この一見いたって幸福そうに見えるマラヤ社会tこいま少

し長くより注邸深い目をむけるならば，そのファサード

の中にさまざまの対照を認めるだるう。その対照とは次

の諸点にしぽられると思われる。

1. 洒欧安本と東洋外国人預本

2. 都市と村蕗

3. プランテーシリンと小嬰

4. 中国系住民とマラヤ系住民

こうした諸関係は相．li..に関述をもち，各地方によって

その関述の程脱と態様上の湘史的差於が存在する。とく

に東i6岸と西悔岸の対！fがこは，上の諸関係の関述性の能

史的差異が集約的に表現されているようiこ見える。

西海岸しか見なければ，マラヤ企体の過去と現在の全

貌をうかがったことにならないし，また将来に向かって

のマラヤの発展の真の契機がつかめない。

マラヤ全体としての今後の政治的発展を予測する場

合， l乱家的独立を達成した現在では，直接的には国内政

治i·;:-• おけるマラヤ系住民と JI;,マラ・ャ系住民（とくに中困

系）との関係に最大の注滋を向ける必要がある。さらによ

り大きい政治のわく組みと文脈の中でマラヤの国内政治

に影料力なもつと思われる匹欧的勢力に沿限しなければ

ならない。いうまでもなくこうした国内的契機と西欧(tり

契機は過去21仕紀ちかいitlItilにおいてマラヤに加えられ

た．「直欧の1即位」と，それに対応し変容されていった！伝

統的諸要困」との相互作用の所産である。この相互作

用の諸帰結は， “modernizalion'.', "urbnnir.ation",“紐・

culari勾 tion","political integration"の問題として考え

られている。とこるで， マ・ラヤtr.1J、nえられた西欧の0暉

といっても地方によってその程庶と態様に並異があり，

したがっ＿Cそれに対応じC伝統Iiり請要I和の変容の程度と

娯様にし差異がある。

こうした拉炎から1祉結する経済的・社会的側面が，視

在の時点において，それぞれの地力の政治的発展のあり

かたと方向づけにいかに影令，1しているか。またこの政治

躙 lf面における党汎の布熊が，マラヤ全体としての政治

的統合の可能性にどのように作用しているか。こうした

問題の考え方に立つことによって，政治的発股の予机I:0.）

具体的作菜の力l句づけが可能になる。

マラ・”.ll邦東悔岸語州の視察の動機は，

発俎から出たものであった。

以上のような

Kolanlan ~~!I 

Kuala Lumpurからマラヤ航空のグコタ機に乗れば，

1時[K1半でケランタンの州邸KolaBharu tこ沼く。ヶラ

ンタシ州はマラヤ述邦の束北隅にあり，タイと国境を接

している。 1⑳9年までいく世紀ものあいだ，クイを宗主

ぼとしていた関係上，タイ文化，仏教の影響がいまでも

廷築，装廂に・までうかがえる。

面机 5750乎方マイル，人口 50万5522(1957年センサ

ス）， うちマレイジア系46万3118, 中国系 2万8861, イ

ンド系5665, その他7878となっており，マラヤ系住民が

即到的多数を占めている。 5.7％を占めるにすぎない中

匡系住民の中では，福建系がもっとも多く，広東，客家，

海南がそれ、tこ統く。

州荏IKota Bbaruでは，中困系住民が往時 Kampong

Chinaという居留地区を与えられていた隠史をもってい

る。現在でも KotaBl'¥arll （人口約 3万9000)内外にと

くに集中しているが，やはりマラヤの他の州と同じく，

どのマラヤ人の村へいっても一軒の中国系小売甜が住ん
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でいるという印象を受けた。しかしケランタンはで，非

マラヤ系住民には土地の誤渡を禁じる Malay Reser-

vation Lawがとくに厳重で，中国系住民の商業活動も

他の外｛ほど活発ではなく，中函系住民の態庇もごくひか

ぇめに感じられた。

ケランタンは，第 1表からわかるように，マラヤ述邦

では 2番目の米作地戦である。

第 l表

地 城別 総エーカー放
........ 

Kedah 
_l... ~.:=-.~~、•一•--

284,910 
l<elantan I 175; 160 
Perak 114,590 
Selnngor I 48; 290 
その他 2祁，94(）

比 半

6
3
4
8
9
 

••••• め

1
7
1
0
6
幻

(Ili所） ElenaM. Cooke, "Rice cultivation m 

Malaya" 1954~55. 

経祈的活動人口19万4434(1957年センサス）中， Lrr駐林，

水肱，狩猟部'1が11万7-118を占め，そのうち主として米

作に従事するもの10万2223（マラヤ系9万8144，中国系

1298,• その他）， 水産業 7371（ほとんどマラヤ系）とな

っており，その他ゴム栽培 3万721（マラヤ系2万8292,

中国系1017, インド系1323, その他）がある。

ゴム栽培では山Ih1部にあるイギリス系 DuffCone蕊

sionsを除いては大エステートはなく． マラ｀ヤ系，中国

系の小所布者の収樅を南益 (LeeRubber Co.マラ・ヤに

おける巾国系の蚊大のゴム業者のひとつ）が集荷，加工

している。また鉄鉱業では， KolaBharuから南東 1時

凋ばかりの Temanganに日本系の OrientalMining Co. 

の鉄鉱山があり，日本へ供給している。これは Kelanlan

州の鉱業の主要なものとなっている。

Kelantan州政府の機構は， 迅邦憲法および州憲法に

したがい， state assembly（州議会）と stateexecutive 

council OH政府）をもつ。州識会は，初名の選学隙貝と

sate secretary, stale legal adviser, slate financial officer 

3名の exofficio議員からなる。 stateexecutive council 

は，州議会議員の中から謡員の過半数の支持を得て速出

される州首相 Mentribesarのほか，かれの助酋により

州の ruler たるサルクンが任命する •8 名の州議会選挙議

員と 3名(J'.) ex officioメンパ-(state se.cretary, st.ate 

legal adviser, state financial officer)からなる。

辿邦憲法9な立法・行政権限を辿邦と州との間に配分し

ているが，土要な権l駁は辿邦に与えられ，州政府の権限

は，回教，マラヤ憫習に関する立法， MalayLandRe.ser・ 

vationなどの土地関係，鉱業，塁渫，地力政府に属する

諸役務，土木事業，住宅建設を専管し，さらに社会福祉、

公共衛生， t消嵌，排水，都市計画などについて沢任を述

邦政府と分’イiする。

州の行政地城としての 8つの Djadjahan(District)に

分かれ． DistrictOfficerと旧かに 1名ないし 2名の As-

sislunt District Officerが行政に当たり；若干の事項に

ついては裁判権をも有する。 districtの人口は，小は 3万

余から 6万くらいのところまである。 districtft, daerah 

(clistriclの大きさにより 4~1.4と数は屎なる）からな

り． Penggawaが dacrahの行政をつかさどり， dacrah

は 4~•5 の mukun からなり， mukim I•ま penghulu によ

って治められている。 mukimはitこ4~5の K皿lJ)Ong

からなる。この lutmpongがマラヤの伝統的な農村コミ

ィテー単位で，その人口は 200~1000といわれる。英語

が通じるのは，束iii怜では districtofficerあたりまでと

いわれる。 ili邪 KotnBharuのほか各 districtの中心地

には towncouncilがあり (lannmerahは別として），

ある程殿の自治権 (lIオ政自治権を含む）を認められ、J

council memb~r の過半数が選恕l~J となっている。それ

以外の地城でもある哩疫の人口集中の進んだ所では

local councilが設けられ， councilmembersの多数が遥

学されるが， councilpresidentは州政府により任命され

る役人であり， localcouncil~ま諮間機関の城を出ない。

kelanKIll州の述邦誦会下院選出i即 9名のうち， P：In・
Malayan Islamic Pnrly 8名， Alliance1名という割合

であり，州議会では， 30議席中， PMIP28, Alliance 2 

となっている。 towncouncil以下の地方選挙が， 1961年

5月前後に全国的に行なわれたが， Kelantanでは， 66

誰席中， Allianceが52名を疫得，Bachokdistrictの town

councilで， PMIPが 1席の産で過半数を占めた以外は，

Allianceがすべて過半数を掘った。このように Kclantan

でほ，人nが比較的集中した所では Allianceが強く，そ

れ以外の批村ではPMIPが劣力をもっている。

Trengganu州

kota Bharuから南へ約100マイル， Trcngganu州の

北半分を通ってトレンガヌ河の河口のフェリーを渡る

と，州都 K_ualaTrengganu t環く。この州も北の隣fl•l

Kelantanと同こく， 今抵紀初めまでシャ人を宗主匡と

していた。！雌't約5050平方マイルで，ケランクンより少

し小さい程1虻だが，人口は27万8300(1957年センサス）

とケランタンの半分より少し多いくらいである。そのう

もマレイジア系お万 6246(92.1%）， 中団系 1万 8228
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(6.6%），インド系2731(l. 1%） •その他となっており，

マレイジア系住民の比率が圧倒Iiりである。 Cl・咋l系住民の

中では福辿がもっとも多く，洵ifj，広東，客家のltiに続

く。 KuolaTrcngganuは州都だが，人口 2万9500で，旅

師町の大きいものといった第一lil象である。このIIIJでは

中国系住民は約5700・<:,商店街は「J,．杭人街」という名(I)

示すごとく ri混l系で独占されている。しかしその店の構

えはいかにも古く，泊朝がここで化石化したようなもの

である。一般にマラヤ全体として，大正時代とはかくの

ごときものかと感じさせられることが多いが，この町で

はそれ以前の明治時代といった感じをうける。

Trengganu州の経済的活動人口 9万7070(1957年セ

ンサス）のうち製・林・漁業，狩猟に従事するもの 5―

2358で，そのほかにゴム栽培OO係1万1463がいる。品某

の中でも米作を主とするものが 3万5549で，マラヤ系が

3万5452とほとんど企祁を占め，漁梁が 1万2694(うち

マラ・ヤ系 1万2630)といった所が， ここの911民の生業の

大きな部分を占めている。しかし州の税源として農業，

樵菜よりはるかに大きいのは， jiiの南部の Dungun迷

からはいった所1・-:.ある BukitBcsutの鉄鉱山の royalty

で，辿邦政府交付金を別にしたili歳入見戟り M$695万

:586のうちの M$390万を占めている (1961年予邸）。

戦前に Harvard(J）RupertEmersonが培しt..:Malaysia

の中でも， Trcngganu ~:よマラ・じでもっとも未I}りの地と

記されているが，それから30年後の今日でも，それはい

・ぼんとしてあてはまる。

州の stale邸 semhlyの構成員には， statesccrctary, 

state financial adviser, stale legal officier を万iji•こして，

遥挙による24名の議員がいる。 1959年の総選挙では，

PMIP 14, Alliance 7, Party Negara 3という結果で，

PMIPが州政府を握った。 Kel.intanでは祁市において

Allianceの努力が強い傾l(iJにあったことから頚拙すれ

ば， Trengganu-c_; Alliance 炒ゎlJ か~ Kelnntanより曲いの

は，人E91万以上の都市人口の外1人Eliこおける比率が，

Trengganu()'.) 19％に対し Kelanlanの9.8％である事実

に合つているといえよう。

1959年の総返挙の結果を見て気がつく点がもう 2つあ

る。その 1つは， Trengganu州議会の当返議員数では

P:MIP対 Allianceは 14対7すなわち 2対 1であるが，

投票の百分率でほ， PMIP対AI:ianceは36.8対35.4とほ

とんど伯仲している点である。その 2は，州議会におけ

る SocialistFrontの投票百分比が， Kebntanでの2.3

％に対し， Trengganuでは8.1％と多いことである。

106 

さて1H59年の総迅学に際し， PMIPがAllianceをおさ

えて東海冷 2州で勝利を収めた原因として， 1国教国家(l)

イデオロギーはとにかく，小股民としてのマラヤ系布椛

洛・の経済的欲求不粒れこ PMIPが訴えた点は否定できない

ように思われる・。とくに1956~60年のマラヤ辿邦第 1•次

経済i}り発計画が， ゴ1.ヽ拉湘'iえかえの側面iに重点を匠いて

成功したが，その他の牒業部門に対する公共投狩の名LJ合

ははじめから低く，また結局1958年の景気後退による淑

入減のしわ怜勺とを受けて月傑額をはるかに下回った。こ

れを Alliance政府の小農軽視ーマラ・ヤ系住戊軽視政策

として糾弾し，マラヤ系住民が回教国家の建設をめざし

て大同団桔することを呼びかける PMIPのスローガン

は，正伐(1く］にマラ・ヤ系の小品からなる kelantan と Tren•
如 nUの有椛者をつかむのに有効であった。

総選学で勝利を捕したPMIPはKelantnnとTrengganu

の州政府を手中に収めたが，その後の外1行政，とくに品

村l}il発にほほとんど実質的な進歩が認められなかった。

その理巾は次の点にある。 1)政権を1災得したPMIPは，

Allinnceが支配する述邦政府の政策：こことごとく反対し

た。とこるが股村開発公共投ftの大半（お述邦予勾：から交

付されるものであるから， PMIP は自栂自綽i•こ落ちいっ

た。 2)さら1こ述邦政府との協力をいっさい拒否する反

面，みずから甜極的な政策ななんら打ち出さなかった。

これは打ち出せなかったという方がより送切であるう。

この2)の点については， Kelantan州の方がいくぷん衣

しであるといわれる。こうした州政府のもとで，たとえ

ば土地開発にしても，＇その主力である Federal Land 

Development Authorityが沢任をもつ新計画出 州政

府が土地に関する滋法上の椛限を抑・こ拒否するところと

なり，かわりに州政府の沢任で開始した州土地開発計画

では述邦計画と異なり， l｝Ij拓民の当初の生活1如のめん

どうを品ないため入柏自体が不可能という実俯であっ

た。一方 1959年の総選挙における後退から孜訓を得た

Alliance政府は， 1961~65年の第2次5カ年計画作艇に

当たり，此村淵発に大々的（こ力を入れることになった。

Ministry of Rural Devciopmcntが新たに設四され

Allianceの実力者，・副首相 TunAbe.Jul Razakがみず

から担当し， 1960年はじめ tこ clis~rict レペルにおける具

体的な股村開発計酒の作製と哭脆を指示，統舘するため

の指媒要罰（通称 TheRed Book)を発表した。

それ以来 Raiak副首相が陣頭に立って， 批村開発計

画の実施を1舒励，煉逹している。

こうした Alliance・政府の大々的巻き返しに当面iした
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PMIPの州政府はよけいに惑111j的に対立し，みずから州

の統治をサボタージュするような糾を里するにいたり，

さらに内部分裂を起して，派者がj1l1j州を視察した1961年

10月の下旬， Trcngganu111議会の PMIP，汲且14名0)う

ち3名（州識会，i蒻長を含む）と ParLy Negara (1909年

の総遥学では PMIPと協力関係にあった）の 3名が即

全部が Allianceに乗り樅え， 11月はじめに Allianceが

州議会の多数を得て， Trengganu州政府糾駐ることと

なった (AlliMce13, PMIP 11)。

こうして Trcnggamtfll(}） PMIP 政1（1は不信{1•投栗に

J:って退帥を余骰なくされた。 しかし .l959年総選学で

PMIPに与えられた布罹砂支持は， 2年後の現在，果

たじてどの程疫残っているのだろうか。 PMIPに対する

ンとうした支持は，マラヤ社会のいかなる契棧に恭盤をも

つものか。さらにまた，同じくマラヤ系住民が多数を占

め，過去において岡じくシャムを分注目としたことのあ

るKedah,Pcrlis0)ような）11で PMIP{l勺努力が支持を得

ないのはなぜか。

Kcdahが， Kclantan,Trcngganuと異なっている点

は，・人口構成的に中国系住民が約 20% (Kelnntan ~まわ

ずか 5％余）に(1)ぽること，プランテーショ．ンが相当多

く，ゴム栽培についても労拗名(J.)放がきわめて大きいこ

と (selfemployed 5188, unpaid family worker 1234, 

employees 5ガ8090)である。歎似、点としては，経済的

--......... ―9----9・現地報告ー―-—---

活勁人口茄―月 1770のうち米作に従事す・るもの 11万1お5

（うもマラヤ系lO万52:J9)で， Kelanlnnより百分Jtは少

し低いが，米作屈， i）伽面船ではマラヤ祁 1(Kclanlan 

は第 2) であることがあげられる。 ~Iぢマラヤ系布椛者が

PMIPに投梨することは考えられない。出た Kclantan

でも Trcngganuでも，プランテーションの多いとこる

では， Allianceへの投票が多かったことを考えれば，

Keclahでも，プランテーションの多い｝所では，マラヤ系

労働者は Allianceか SocialistFrontを支持するのでは

あるないか。そこで問囮はマラヤ系米作此民および小規

侠ゴム栽培者の態度になる。 I9ed：山のこれら殷民の社

会(lり渕係，．政治社会的．慈識は， Kelantan o)それらとい

かに辿うのだろうか。

KcclahとKclnnl.anに関するこうした比餃は．木報告

のはじめに述べた， 1）西欧の種i明の地方［iり差9りと，それ

に対応する伝統的詣吸困の変容の程度と態様における差

媒， 2）そこから叫砂ぺき各地方の政治的発展のありか

たの必界， 3）そうした政治的発声の地方（~J旅媒が，マラ
ヤ全体としての政治的統合の可能怖にいかに影評してい

るか， という問題を解明するための具体的アプローチな

のである。その成果は次に行なう Keel曲を中心とする

出張・潤在にかかっている。

（アジア経済研究所t凪外派追凡 長）H,.1-)

ー在、ンソガポールー
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l 
更南アジアの資源揺造

一アジア経済研究シリーズ第15第一~

第 1卒東itiアジアり）巫要鉱洸沢源

第 2窮鉄鉱石の賦存とl}り発

執嘩者 平貞戌ほか

一ー戦前の概査による賦存・戦後の調:ff.によるllit在・インド・ゴア・マラヤ・ソィリピン・わが国

と供給契約を結んでいる諸鉱111

第 3箔 石炭とマンガン鉱の賦{1:とi}り兒
一石炭・マンガン鉱

第 91 淫和1ll のIht1f• と開発
ー一慨硯・インドネシア・炎1i(iボルネオ・ビルマ・：との他()),r川困

第 5:i;i:・ポーキサイトその他(/)賦存狐り発

一ボーキサイト・鉗鉱伍・鉛：および亜鉛・スズ

第 6)？ 東南アジアの経済開発計阿と鉱業開発

ー概観・経済I開発と鉱産沢源・経済附発計画().)特買・オ洟濯鎚！の経済叫発計画と鉱染開発

第7卒 H本の東南アジアft尚じこたいする要諮

ー一般的要訥・鉄銅原料・石柑l・ボーキサイト

第 8邸 日本の東南アジアPil発の可能性

ーー開発相手［乱の要諮・貿易と投融狩・弟三国との競争と協カ・開発援助と選択
｝ 
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